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　生保労連では、地域・社会に貢献する取組みの一環として、関係諸団体の社会貢献活動に積極的に参画しています。
　これらの取組みは、組合員のみなさんのご理解・ご協力により支えられています。今年度もぜひ積極的なご協力をよろしくお願いします。

　連合「愛のカンパ」は、「自由、平等、公正で平和な世界の実現」
に向けた社会貢献活動として、NGO・NPO団体などの事業・プ
ログラムへの支援、および自然災害などによる被災者に対する救
援・支援を目的に、連合結成当時より取り組まれています。
　昨年度も連合全体で約1億円が集まり、集まった「愛のカンパ」
を各団体・組織へ寄贈することを通じ、大規模災害などの救援・
支援活動、地球環境保全活動、子どもの健全育成活動などさまざ
まな活動に役立てられています。

愛のカンパ 書損じハガキ等回収活動 エコキャップ回収活動

「愛のカンパ」「書損じハガキ等回収活動」「エコキャップ回収活動」にご協力をお願いします

　「ハンガー・フリー・ワールド」は、飢餓のない世界をつくること
を目的に活動している国際協力団体です。生保労連はその活動趣旨
に賛同し、2001年度より書損じハガキ等回収活動に参画しています。
　年賀状等の書損じハガキや使用済み切手等、身近にあるものを生
保労連宛て送付ください。みなさまから寄せられた物品は、同団体を
通じて換金され、飢餓に苦しむ人々の自立支援に役立てられます。

　「エコキャップ回収活動」は、「NPO法人キャップの
貯金箱推進ネットワーク」が行う活動です。生保労連
では、身近なところから日常的に実践できる取組みと
して、2009年度より本格的に取り組んでいます。ペッ
トボトルキャップの回収活動は大きく分けて以下3つ
の意義があります。
①温室効果ガスの削減といった環境問題への対応
②世界中の子どもたちへのワクチン購入
③障がいを持った方々への
　就労機会提供
　個数の制限はありません
ので、組合本部等でペットボ
トルキャップを回収した上
で、生保労連本部へ送付くだ
さい。みなさんのご協力をよ
ろしくお願いします。

集めているもの
●書損じ、未使用ハガキ（官製ハガキ）　
●未使用切手、使用済み切手
　※未使用切手と使用済切手は混ざらないように分けてください
●商品券 　●外国紙幣 ※硬貨不可 　
●未使用、使用途中テレホンカード ※使用済み不可
●未使用、使用途中プリペイドカード ※使用済み不可
●中古ゲームソフト、中古DVD、中古CD（直径約12㎝）  
　※非売品・シングルＣＤ（直径約8㎝）・雑誌の付録は対象外
●ブルーチップ　●グリーンスタンプ
 送付先 〒113-0034東京都文京区湯島3-19-5湯島三組坂ビル3階
　　　　 生保労連　企画広報委員会　宛
※2020年5月8日（金）までにお送りください
※߹໊と໊લを忘れずに記載してください

回収活動の手順
① 組合本部、支部・支社単位などでキャップを回収
② 一定個数回収された時点で、生保労連本部へキャッ
プを送付（個数の制限はありません）  

※生保労連では、年間を通じて本取組みを行っています

社会貢献活動の
取組み

カンパ金の集約
締切は2020年1月17日（金）です。
※ カンパ金の集約方法やカンパ金の
送金先については所属の組合本部
にお問い合わせください。

助成先の一例
●国連WFP協会
●交通遺児育英会
●世界の子どもにワクチンを
　日本委員会　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　など

「世界中に、あなたの力を必要としている人がいます」
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ফඅऀදからͷ意見・アυόΠε

ʙ͓٬͞·ͷҙΛత֬ʹѲ্ͨ͠ͰͷɺఏҊͷపఈΛʙ

˔�お客さまがͲのようなܖ約内容を望ん
でいるのかをしっかりとѲし、意向
にԊったをఏҊすることを心がけ
て΄しい。
˔�ಛにお客さまが高齢ऀの合には、Կ
度も繰り返しઆ໌し、ܖ約内容をਖ਼し
く理解してもらうことが大で͋る。
˔�マニϡアル通りのରԠから一า進み、
会の中からお客さまの理解度をټ
み取ってஸೡなઆ໌をするようお願い
したい。
˔�ফඅ生活ηンλーに寄せられる૬ஊ
の中には、ॳ期ରԠがもっとਝ速で͋れ、大きなۤ情にൃ展しなかったとਪଌされる事
例も͋る。お客さまから૬ஊが͋ったࡍには、速やかに্࢘に૬ஊする等、大きなۤ情
にならないようにະવࢭに心がけて΄しい。
˔�近年は、アクテΟϒγニアとݴわれる高齢ऀの増Ճやܖ約ऀが֎国人で͋るなͲ、様々
なお客さまがଘࡏするため、それͧれに͋ったஸೡな情ใఏڙをお願いしたい。

˔��ॳ期ରԠの大さをվめて実感したŇお客さまからۤ
情૬ஊが͋ったࡍには、24ؒ࣌以内のରԠを心がけて
いる会社が多かった。お客さまに寄りఴったରԠをして
いくために、֤ 社様々な取組みを行っていることを知
り、ඇৗに༗意義なؒ࣌だった。
˔��֎՟ݐてはۤ情にൃ展しやすいため、会社によって
は、月に一度実施するݧࢼに合֨しなけれ販売するこ
とができないといった取組みを行っていることを知ったŇ
ۤ情をൃ生さないために、職員が知識をਂめるための
様々なを行っていることを知ることができた。

˔��コンαルテΟング力向্をめざし、近年、もؚめた
σジλル化が進み、研म方๏も高度化してきている。
い、それらを取り入れていくことにԊったख๏を࣌
がこれからの࣌には大だと感じた。
˔��֤ 社高齢ऀରԠやコンϓラΠアンスにおいて、厳֨に取
り組んでいることを知ったŇڞ༗した取組み内容を今後
の業務に活かしていきたい。
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U&Uネットワーク鳥取を開催
Ϣʔβʔ ϢχΦϯ

お客さまの理解度に合わせた丁寧な説明の徹底を！
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－ どのようないきさつで育児休業を取得したのですか。 

　事務企画部に配属されて3年になりますが、今年1月には
じめての子どもが産まれ、週末を含めて2週間の育児休業を
取得しました。
　産後1ヵ月が特に大変だと話を聞いていたのですが、妻と
私の両親はそれぞれ共働きで頻繁には頼れないことから、産
後1ヵ月のうち、前半2週間は産後のケア施設を利用し、後半
2週間に育児休業を取得し、自分も育児に専念したいと考え

ました。育児休業制度の内容を調べて上司に相談したところ、快く後押ししていただき、取
得を決めました。

－制度を活用したことで意識の変化などはありましたか

　産まれてすぐに育児休業を取得できたため、育児に関わることは自分にとって当たり前の
ことになりました。昼間も子どもと一緒に過ごしたことで、おむつ交換やお風呂など、一日
の中でやるべきことが分かりました。妻が忙しい時や体調が悪い時など、自分が子どもと2
人きりで過ごすこともあるため、育児休業中の経験はそうした時にも活かされていると感じ

ています。
　また、育児はストレスも伴うことが分かり、仕事に復帰してからも、子どもと2人きりで過
ごしている妻の苦労を想像するようになりました。そうしたことから、早く帰れる日は定時
に帰るなど、家族と過ごす時間を確保できるよう、仕事と生活のメリハリを意識するように
なりました。

－育児休業制度を活用する男性職員へのアドバイスをお聞かせください

　はじめは2週間の育児休業を取得することに不安もありまし
たが、取得の意思を示すと、職場をはじめ、多くの方に後押しし
ていただきました。育児休業を取得する際は、あらかじめ自分
がやるべきことや、そのために必要な期間を考えた上で、上司
や同僚と相談し取得日数を決めることが重要です。引継ぎなど
の事前準備も、それらを踏まえて進めることが大切になります。
　子どもが産まれて約9ヵ月（インタビュー時点）が経ちました
が、とても成長が速く、この時期を一緒に過ごすことはかけが
えのない経験だと感じています。仕事も育児もどちらも大切で
すので、その時に優先すべきことは何かを常に考え悩みながら
になるとは思いますが、より多くの男性に制度を活用し、育児
に関わって欲しいと思います。

ҭۀٳࣇऔಘのҙࢥをࣔすこͱ͕ पりのཧղྗڠをಘΔ͖͔͚ͬʹͳΔ

   前々号から、男性の育児休業制度の活用を通じた、男女がともに仕事と生活を両立できる職場づくりについて紹介しています。第3回目となる今回は、実際に育児休業
制度を活用された第一生命保険株式会社の岡田 淳史さんに、制度を活用することになったいきさつや、活用する上でのアドバイスなどについて語っていただきました。

育児休業を終えてからも 育児に関わることが当たり前に

周りの理解や協力を得るために 自ら声をあげる

上司の後押しもあり 
産まれてすぐに育児休業を取得

˛�͍ ͭࢠͲのসإに༊͞
Εて͍·͢




